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富谷市営墓地
　本施設は、大亀山森林公園北東部の「（仮
称）やすらぎパークとみや」に、パークゴ
ルフ場とともに整備が進められています。
　宗教を問わない市営墓地で、一般墓地、
芝生墓地、個別埋蔵墓地など、多様な墓地
を配置します。また、景観にも配慮し、さ
らに、ニーズが高まっているペット専用の
合葬墓地も整備します。
　運営に当たっては、基金を設置し、健全
な運営を図っていきます。
第１期募集受付：７月10日〜８月18日

施設規模
内　　容 １期 ２期 ３期 合計

墓地

一般墓地 200区画 50区画 50区画 300区画
芝生墓地 200区画 150区画 550区画 900区画
個別埋蔵
墓地 400区画 400区画 ― 800区画

墓地合計 800区画 600区画 600区画 2,000区画
合葬墓地 １箇所 ― ― １箇所
ペット
合葬墓地 １箇所 ― ― １箇所

墓地形態

一般墓地
従来型の伝統的な和式墓
地。墓石の建設が必要で
す。

芝生墓地
墓域全体に芝生を張った
西洋風墓地。墓石の建設
が必要です。（地下のカ
ロートは設置済）

�個別埋蔵
墓地

墓地の土中に個人専用の
カロートを設置し、その
上にプレート型の墓石を
配置した集合墓地。30
年間使用後は、敷地内の
合葬墓地へ合葬されます。
（延長可能）

ペット
合葬墓地

合葬式で焼骨を埋蔵する
施設。（犬・猫・小鳥等）

墓地使用資格・使用料・管理料等
墓地の種類 使用料 管理料 使用者の資格

（申請日時点） 使用可能期間

一般墓地 400,000円 6,000円
／年

市内に住所を有し、１年
以上居住している方で、
祭祀を主宰する方。　

永年

芝生墓地 380,000円 8,000円
／年

市内に住所を有し、１年
以上居住している方で、
祭祀を主宰する方。

永年

個別埋蔵
墓地

１基30年間
につき

300,000円
120,000円
／一括

市内に住所を有し、１年
以上居住している方で、
祭祀を主宰する方または
自己のために墓地を使用
する方。

使用許可日から
30年

（延長可能）

ペット
合葬墓地

１体につき
3,000円 ― 市内に住所を有する方。 永年

市営墓地関連３条例を可決
　� 供用開始12月１日
富谷市営墓地条例
富谷市営愛玩動物霊園条例
富谷市営墓地等管理運営基金条例

（仮称）やすらぎパークとみや
上は市営墓地　　　
下がパークゴルフ場

（令和６年度オープン予定）
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一
年５和 度

補般 正会 予計 算
令

　
令
和
５
年
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
９
日
か
ら
19
日
ま
で
の
11
日

間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
５
億
４
５
９
７
万
円
を
追

加
し
、
歳
入
歳
出
の
予
算
総
額
を
１
６
３
億
８
７
３
４
万
円
と
す
る

も
の
で
す
。

　
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
品
価
格
等
の
物
価
高

騰
に
対
応
す
る
た
め
の
各
種
支
援
事
業
、
病
児
・
病
後
児
保
育
の
拡

充
、
東
向
陽
台
小
学
校
児
童
ク
ラ
ブ
建
て
替
え
に
伴
う
実
施
設
計
等

に
係
る
も
の
で
す
。

　
そ
の
ほ
か
令
和
４
年
度
補
正
予
算
、
条
例
の
制
定
、
人
事
案
件
な

ど
、
全
て
の
議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
、
15
人
の
議
員
か
ら
市
政
を
問
う
30
件
の
質
問
が
な

さ
れ
、
活
発
な
議
論
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

割増商品券事業
　　　�����１億3,900万円
　エネルギー・食料品価格等の物価高騰に直
面している市民への生活支援および消費の下
支えとして、市内登録店舗で利用可能な割増
商品券事業を実施します。（１万3,000円の
商品券を１万円で世帯毎に構成人数を上限に
販売）

放課後児童クラブ運営事業
　　　��������816万円
　東向陽台小学校放課後児童クラブ棟の建て
替えに向けた実施設計を行います。新棟の供
用開始は令和７年度からの予定です。また、
富ケ丘小学校放課後児童クラブにおいて、小
学校をサテライト使用するため、仮設エアコ
ンを設置します。

病児・病後児保育室運営事業� 1,204万円
　本市成田地区へ移転する、社会福祉法人恩賜財団済生
会支部宮城県済生会に病児・病後児保育事業を委託し、
市内実施施設の充実を図ります。

みほん
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● ● ● その他主なつかいみち ● ● ●

○ �観光物産振興対策事業　� 150万円

○ �住民税非課税世帯等物価高騰対策支援事業　� 1億 21万円

○ �新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業� 4,633万円

○ �障害者手帳所持者物価高騰対策支援事業　� 1,928万円

○ �（仮称）やすらぎパークとみや整備事業　� 1,833万円

○ �認可保育所等運営事業　� 1億4,277万円

割
増
商
品
券
事
業

　
　
商
品
券
の
販
売
方
法
は
。

　
　
昨
年
と
同
様
、
郵
便
局

で
の
販
売
、
土
日
も
含
め
臨

時
販
売
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
　
よ
り
市
民
の
方
が
使
い

や
す
く
す
る
た
め
の
工
夫
は
。

　
　
今
年
度
は
、
１
万
３
０

０
０
円
の
商
品
券
の
う
ち
、

３
０
０
０
円
分
を
５
０
０
円

券
と
し
て
販
売
予
定
で
す
。

選
挙
関
連

　
　
投
票
率
向
上
に
向
け
、

イ
オ
ン
モ
ー
ル
富
谷
で
の
期

日
前
投
票
に
加
え
、
高
等
学

校
等
と
連
携
し
た
取
組
は
。

　
　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
富
谷
で

平
日
は
宮
城
大
学
の
学
生
、

土
曜
日
は
富
谷
高
校
の
生
徒

に
投
票
立
会
人
に
な
っ
て
い

た
だ
き
、
選
挙
啓
発
に
努
め

ま
す
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

運
営

　
　
東
向
陽
台
小
学
校
の
児

童
ク
ラ
ブ
棟
の
供
用
開
始
は
。

　
　
令
和
７
年
度
か
ら
使
用

問答問答問答問答

開
始
の
予
定
で
す
。

　
　
定
員
数
は
。

　
　
明
石
台
東
地
区
の
人
口

増
を
見
込
み
、
60
人
増
の
２

４
０
人
の
予
定
で
す
。

物
価
高
騰
対
策
支
援

　
　
高
齢
者
お
よ
び
障
害
福

祉
施
設
等
を
補
助
金
の
交
付

対
象
と
し
た
理
由
は
。

　
　
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
お

よ
び
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
、

公
的
報
酬
の
み
で
運
営
し
て

お
り
、
昨
今
の
物
価
高
騰
、

電
気
代
の
高
騰
等
で
大
変
厳

し
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
対
象
と
し
ま
し
た
。

　
　
入
所
施
設
で
、
電
気
代

高
騰
に
よ
り
前
年
比
２
倍
に

な
っ
た
施
設
が
あ
り
、
も
っ

と
手
厚
い
支
援
が
必
要
で
は
。

　
　
宮
城
県
で
も
物
価
高
騰

対
策
で
施
設
へ
の
支
援
を
実

施
予
定
で
す
。
本
市
で
の
増

額
は
、
他
の
自
治
体
の
状
況

を
見
て
検
討
し
ま
す
。

病
児
・
病
後
児

保
育
室
運
営

　
　
成
田
地
区
へ
移
転
す
る

済
生
会
へ
の
事
業
委
託
に
よ

問答問答問答問

り
受
け
入
れ
可
能
児
童
数
は
。

　
　
１
日
あ
た
り
、
現
在
の

３
人
か
ら
６
人
に
な
り
ま
す
。

　
　
受
入
日
は
。

　
　
月
曜
日
か
ら
土
曜
日
ま

で
と
想
定
し
て
い
ま
す
。

答問答

　
農
業
委
員
の
候
補
者
と
し
て
市
長
か
ら
意
見
を
求
め
ら
れ
、

全
会
一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。

　
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
市
長
か
ら
意
見
を
求
め
ら

れ
、
全
会
一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。

農
業
委
員
に

人
権
擁
護
委
員
に

小
松
　
明
巳
さ
ん（
三
ノ
関
） �

再
任

古
跡
　
幸
夫
さ
ん（
志
戸
田
） �

再
任

早
坂
　
和
也
さ
ん（
三
ノ
関
） �

再
任

飯
田
　
由
美
さ
ん（
成
田
） �

再
任

浅
野
　
芳
夫
さ
ん（
一
ノ
関
） �

再
任

佐
藤
　
政
悦
さ
ん（
二
ノ
関
） �

再
任

郷
家
　
昌
子
さ
ん（
志
戸
田
） �

新
規

平
間
　
由
美
子
さ
ん（
と
ち
の
木
）

�

再
任

相
澤
　
昭
子
さ
ん（
原
） �

再
任

関
口
　
智
子
さ
ん（
日
吉
台
） �

再
任

高
世
　
美
枝
子
さ
ん（
成
田
） �

再
任

人 

事
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第２回定例会（６/９～６/19）　議案採決結果一覧

議　　　　　案
賛　
成

反　
対
議決結果

佐
藤　
浩
崇

菊
池　
美
穂

村
上　
　
治

塩
田　
智
明

渡
邊　
清
美

藤
原　
　
峻

畑
山　
和
晴

金
子　
　
透

浅
野　
武
志

若
生　
英
俊

長
谷
川
る
美

髙
橋　
正
俊

菅
原　
福
治

出
川　
博
一

安
住　
稔
幸

渡
邊　
俊
一

浅
野　
直
子

青
柳　
信
義

提
案
者

第

２

回

定

例

会

富谷市営墓地条例の制定について 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ −

市

長

提

案

富谷市営愛玩動物霊園条例の制定について 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ −
富谷市営墓地等管理運営基金条例の制定について 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ −
富谷市後期高齢者医療に関する条例の一部改正
について 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ −

富谷市地区計画区域内における建築物の制限に
関する条例の一部改正について 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ −

令和５年度富谷市一般会計補正予算（第３号） 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ −
令和５年度富谷市市営墓地特別会計補正予算
（第１号） 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

令和５年度富谷市国民健康保険特別会計補正予
算（第１号） 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

令和５年度富谷市介護保険特別会計補正予算
（第１号） 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

令和５年度富谷市下水道事業会計補正予算（第
１号） 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

令和５年度富谷市水道事業会計補正予算（第１
号） 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

農業委員会委員の任命につき同意を求めること
について 17 0 原案同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

農業委員会委員の任命につき同意を求めること
について 17 0 原案同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

農業委員会委員の任命につき同意を求めること
について 17 0 原案同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

農業委員会委員の任命につき同意を求めること
について 17 0 原案同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

農業委員会委員の任命につき同意を求めること
について 17 0 原案同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

農業委員会委員の任命につき同意を求めること
について 17 0 原案同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

農業委員会委員の任命につき同意を求めること
について 17 0 原案同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求め
ることについて 17 0 原案同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求め
ることについて 17 0 原案同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ −

人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求め
ることについて 17 0 原案同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ −

人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求め
ることについて 17 0 原案同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ −

専決処分の承認を求めることについて（富谷市
税条例の一部を改正する条例） 17 0 原案承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ −

専決処分の承認を求めることについて（富谷市
国民健康保険税条例の一部を改正する条例） 17 0 原案承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ −

専決処分の承認を求めることについて（令和４
年度富谷市一般会計補正予算（第１１号）） 17 0 原案承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ −

専決処分の承認を求めることについて（令和４
年度富谷市国民健康保険特別会計補正予算（第
５号））

17 0 原案承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

専決処分の承認を求めることについて（令和４年
度富谷市介護保険特別会計補正予算（第５号）） 17 0 原案承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

専決処分の承認を求めることについて（令和４
年度富谷市後期高齢者医療特別会計補正予算
（第２号））

17 0 原案承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

専決処分の承認を求めることについて（令和４
年度富谷市下水道事業会計補正予算（第５号）） 17 0 原案承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

専決処分の承認を求めることについて（令和４
年度富谷市水道事業会計補正予算（第４号）） 17 0 原案承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

専決処分の承認を求めることについて（令和５
年度富谷市一般会計補正予算（第２号）） 17 0 原案承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

富谷市議会傍聴規則の一部を改正する規則 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −
議
員
提
案

○賛成　　×反対　
※　議長（青柳信義）は採決に加わりません。
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菅原 福治 議員

菊池 美穂 議員

渡邊 俊一 議員 若生 英俊 議員

金子　透 議員

畑山 和晴 議員 安住 稔幸 議員

村上　治 議員

佐藤 浩崇 議員

出川 博一 議員

長谷川 る美 議員

浅野 直子 議員

藤原　峻 議員

渡邊 清美 議員

塩田 智明 議員

7P

7P

10P 12P

8P

10P 13P

8P

９P

９P

11P

11P

12P

13P

14P

◦市民と共に市の魅力を共有する
ためには何が必要か
◦大規模災害時における地域防災
について

◦がん対策の強化を
◦鷹乃杜地区をはじめとする市内
の安全対策を問う

◦鉄道延伸について伺う
◦太子堂団地内の道路舗装改修工
事について伺う

◦穀田線、穀田三ノ関線の早期整
備完了を急げ
◦職員の職務の過重負担の軽減と
メンタルヘルスについて

◦DX推進の取り組みを問う

◦成田東小学校の正門にフェンス
のある門を
◦子ども達の才能を伸ばすための
取り組みは
◦物価高騰への支援は今後も必要
では

◦「書かない窓口」の開設について
◦学校等における不審者侵入防止
等の取り組みについて

◦防災の現状と今後について

◦AYA世代におけるがん対策に
ついて
◦子どもインフルエンザワクチン
任意接種費用助成について

◦複合施設駐車場取得と補助金
◦どうなる　今後の介護保険料

◦富ケ丘菜の花保育園の施設整備
と今後のあり方について
◦協働のまちづくりの推進について

◦福祉向上に向けた支援について
◦災害に対する対策について

◦部活動を問う
◦町内会の在り方について

◦高齢者補聴器購入助成事業につ
いて
◦病院誘致について
◦経済的負担軽減、経済支援につ
いて

◦保育施設利用条件の緩和を
◦部活動の地域移行の見える化を

　第２回定例会では15人の議員が質問に立ちまし
た。各議員が行った一般質問の概要を７ページから
14ページまで発言順に掲載しています。
　文章については、議員自ら作成しています。なお、
一般質問についての詳細は議員にお尋ねください。

一般質問市政を
問う

このページでは議員が提出した一般
質問通告書のとおり掲載しており、
次ページ以降の見出しと異なる場合
があります。
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答 問
市
民
の
誇
り
に
対
す
る
機
運
を
高
め
る

市
民
と
と
も
に
市
の
魅
力
の
共
有
化
を

答 問
健
康
推
進
計
画
に
施
策
を
盛
り
込
む

が
ん
対
策
の
強
化
を

　

富
谷
市
は
、「
住
み
た
く

な
る
ま
ち
」
と
し
て
、
県
内

に
お
け
る
位
置
づ
け
が
高

ま
っ
て
お
り
ま
す
。
民
間
が

行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

軒
並
み
高
い
評
価
を
得
て
お

り
、
理
由
は
、
仙
台
市
に
近

い
利
便
性
と
住
宅
開
発
が
進

み
、
住
宅
環
境
と
子
育
て
環

境
が
充
実
し
て
い
る
こ
と
等

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
今
後
、

ま
ち
に
人
を
呼
び
賑
わ
い
を

形
成
し
、
市
の
魅
力
に
繋
げ

る
具
体
的
な
戦
略
を
質
問
し

ま
す
。

　
　
本
市
の
歴
史
的
風
土
、

問

　
政
府
は
、本
年
３
月
に
「
第

４
期
が
ん
対
策
推
進
基
本
計

画
」
を
閣
議
決
定
し
ま
し
た
。

　
人
口
の
高
齢
化
と
と
も
に
、

が
ん
罹
患
者
の
数
、
死
亡
者

の
数
は
、
今
後
も
増
え
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
る
と
同
時
に
、

医
療
技
術
の
進
歩
に
よ
り
社

会
復
帰
を
果
た
す
方
や
長
期

の
療
養
生
活
を
送
る
方
も
増

え
て
い
く
こ
と
が
想
定
さ
れ

ま
す
。
女
性
特
有
の
が
ん
や

若
年
層
へ
の
き
め
細
や
か
な

支
援
な
ど
、
広
域
的
な
視
点

を
持
ち
、
さ
ら
な
る
が
ん
対

策
を
推
し
進
め
る
べ
き
で
す
。

文
化
と
、
ま
た
、
新
た
な
文

化
、
風
土
を
創
り
上
げ
る
た

め
に
は
何
が
必
要
で
す
か
。

　
　
地
域
ご
と
に
、
文
化
活

動
や
市
民
交
流
が
行
わ
れ
る

風
土
が
形
成
さ
れ
、
本
市
特

有
の
多
面
的
な
文
化
が
築
か

れ
ま
し
た
。
今
後
は
、
全
体

の
市
民
交
流
を
進
め
、
文
化

の
醸
成
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　
　
文
化
、
風
土
を
新
た
な

視
点
で
市
民
と
共
有
化
し
、

魅
力
に
繋
げ
る
た
め
の
方
策

答問

　
　
若
年
層
の
が
ん
患
者
支

援
と
し
て
、
40
歳
未
満
の
が

ん
患
者
の
福
祉
用
具
貸
与
や

訪
問
介
護
等
に
係
る
在
宅
療

養
費
用
の
助
成
が
必
要
で
は
。

　
　
大
変
必
要
性
が
高
く
、

本
市
で
も
課
題
と
し
て
捉
え

て
お
り
、
国
県
の
動
向
を
踏

ま
え
、
将
来
的
な
助
成
導
入

に
向
け
、
検
討
し
ま
す
。

　
　
乳
が
ん
患
者
に
対
し
て

の
乳
房
補
整
具
へ
の
助
成
を

求
め
ま
す
が
、
見
解
は
。

　
　
今
後
の
実
施
に
向
け
て
、

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
　
ホ
ス
ピ
ス
ケ
ア
、
タ
ー

ミ
ナ
ル
ケ
ア
（
看
取
り
ケ

ア
）
を
行
っ
て
い
る
市
内
施

設
の
数
は
。
今
後
の
高
齢
化

を
鑑
み
、
充
足
し
て
い
ま
す

か
。

問答問答問

は
。

　
　
新
た
な
市
民
活
動
と
市

民
協
働
が
進
み
、（「
シ
ビ
ッ

ク
プ
ラ
イ
ド
」・
都
市
に
対

す
る
市
民
の
誇
り
）
の
機
運

を
高
め
て
行
く
こ
と
が
、
魅

力
向
上
の
方
策
と
考
え
ま
す
。

　
　
20
年
、
30
年
先
の
、
ソ

フ
ト
面
に
お
け
る
、
新
し
い

ま
ち
創
り
プ
ラ
ン
は
。

　
　
人
づ
く
り
に
力
を
入
れ
、

地
域
に
お
い
て
、
点
か
ら
面

の
広
が
り
に
結
び
つ
け
ま
す
。

答問答

　
　
ホ
ス
ピ
ス
ケ
ア
を
行
う

病
院
や
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、
現

在
市
内
に
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

看
取
り
期
へ
の
対
応
と
し
て

タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
体
制
が
あ

る
高
齢
者
施
設
等
は
10
か
所

あ
り
ま
す
。
受
皿
は
確
保
さ

れ
て
お
り
、
現
在
の
施
設
数

で
充
足
す
る
と
考
え
ま
す
。

　
　
大
腸
が
ん
検
査
キ
ッ
ト

事
前
送
付
の
対
象
拡
大
を
。

　
　
受
診
率
向
上
策
の
１
つ

と
し
て
有
効
な
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
の
で
、
先
進
事
例

を
調
査
研
究
し
ま
す
。

　
　
治
療
と
仕
事
の
両
立
支

援
が
必
要
で
は
。

　
　
今
後
、
各
種
両
立
支
援

制
度
の
市
内
企
業
へ
の
周
知

も
含
め
た
支
援
体
制
に
つ
い

て
、
調
査
研
究
を
進
め
ま
す
。

答問答問答

　
　
避
難
行
動
要
支
援
者
名

簿
更
新
に
つ
い
て
は
。

　
　
年
１
回
、
本
人
同
意
の

基
で
個
別
計
画
の
見
直
し
と

情
報
共
有
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
　
大
規
模
災
害
時
は
公
民

館
だ
け
で
は
足
り
ま
せ
ん
、

小
中
学
校
の
活
用
と
計
画
は
。

問答問

　
　
長
期
化
を
想
定
し
、
施

設
の
利
用
を
検
討
し
ま
す
。

　
　
防
災
無
線
の
聞
き
逃
し

対
策
と
、
電
話
の
フ
リ
ー
ダ

イ
ヤ
ル
化
に
つ
い
て
は
。

　
　
戸
別
受
信
機
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
等
で
の
確
認
で
す
。
フ
リ
ー

ダ
イ
ヤ
ル
は
検
討
し
ま
す
。

答問答

答 問
小
中
学
校
の
利
用
に
向
け
て
検
討

大
規
模
災
害
時
の
避
難
計
画
に
つ
い
て

その他の
質　　問

鷹
乃
杜
バ
ス
停
交
差
点
の安全

確
保
を

外
側
線
改
修
、カラ

ー
舗
装
等
の
対
策

答 問

　▲ 鷹乃杜バス停付近交差点

菅原　福治 議員

菊池　美穂 議員
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答 問
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
こ
と
が
重
要

Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
）
の
推
進
を
問
う

答 問
災
害
の
特
性
を
捉
え
訓
練
を
進
め
る

防
災
の
現
状
と
今
後
を
問
う

　
国
が
策
定
し
た
「
自
治
体

デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
推
進
計
画
」
に

基
づ
き
、
全
国
の
自
治
体
は

Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
そ
の
結
果
と
し
て
、

行
政
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化

や
業
務
の
効
率
化
が
進
み
、

市
民
へ
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
、

利
便
性
の
向
上
、
ま
た
、
デ

ジ
タ
ル
技
術
の
積
極
的
な
活

用
に
よ
り
生
産
性
の
向
上
な

ど
が
図
ら
れ
る
と
考
え
ま
す
。

本
年
３
月
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
交
付
手
続
き
の
と
き

の
混
雑
し
た
よ
う
な
状
況
が

　
こ
こ
数
年
、
全
国
各
地
で

の
地
震
や
風
水
害
が
多
発
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
尊

い
命
や
財
産
が
失
わ
れ
て
い

ま
す
。
我
々
は
、
こ
の
よ
う

な
災
害
を
無
く
せ
な
い
ま
で

も
最
小
限
に
す
る
た
め
、
適

切
に
備
え
る
こ
と
は
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
と
と
も
に
、
継

続
的
な
見
直
し
や
訓
練
が
必

要
不
可
欠
で
す
。

　
　
鷹
乃
杜
防
災
セ
ン
タ
ー

を
は
じ
め
、
避
難
所
へ
の
ス

ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
整
備
は
。

　
　
鷹
乃
杜
防
災
セ
ン
タ
ー

倉
庫
に
避
難
所
用
と
し
て
備

蓄
し
ま
し
た
。
今
後
、
各
指

定
避
難
所
の
状
況
を
確
認
し
、

引
き
続
き
検
討
し
ま
す
。

問答

続
け
ば
、
市
民
の
方
々
が
望

む
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら

れ
な
い
方
や
、
自
ら
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
放
棄
し
て
し
ま

う
方
が
出
現
す
る
こ
と
も
想

定
さ
れ
ま
す
。
Ｄ
Ｘ
の
推
進

に
つ
い
て
は
市
民
、
行
政
が

一
体
と
な
り
取
り
組
む
べ
き

と
考
え
ま
す
。

　
　
Ｄ
Ｘ
の
推
進
で
、
外
部

の
専
門
的
な
有
識
者
の
採
用

を
検
討
す
べ
き
と
考
え
ま
す

が
見
解
は
。

　
　
Ｄ
Ｘ
の
推
進
で
、
外
部

有
識
者
を
採
用
し
、
そ
の
知

見
や
経
験
を
施
策
に
取
り
入

れ
る
こ
と
も
有
効
な
手
段
と

認
識
し
て
お
り
、
今
後
、
外

部
人
材
の
採
用
時
期
や
求
め

る
具
体
的
な
専
門
分
野
等
を

検
討
す
る
考
え
で
す
。

　
　
誰
一
人
取
り
残
す
こ
と

の
な
い
Ｄ
Ｘ
推
進
の
取
り
組

み
が
大
変
重
要
と
考
え
ま
す

が
見
解
は
。

問答問

　
　
一
時
避
難
所
に
対
す
る

整
備
の
検
討
は
。

　
　
指
定
避
難
所
を
優
先
し

ま
す
。
今
後
、
一
時
避
難
所

に
つ
い
て
も
検
討
し
ま
す
。

　
　
今
後
の
見
通
し
は
。

　
　
現
段
階
で
時
期
は
明
示

で
き
ま
せ
ん
。

　
　
三
ノ
関
地
区
の
方
へ
水

害
時
避
難
の
説
明
は
。

　
　
６
月
下
旬
の
行
政
区
長

会
議
で
、
周
知
を
図
り
ま
す
。

　
　
職
員
に
対
す
る
防
災
教

育
等
の
実
施
状
況
は
。

　
　
令
和
２
年
度
は
各
種
災

害
時
の
行
動
を
、
同
３
年
度

避
難
所
の
開
設
運
営
要
領
を
、

昨
年
度
は
災
害
対
策
本
部
設

置
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
　
発
災
後
、
速
や

か
に
必
要
と
な
る
物

品
の
保
有
数
と
、
協

定
に
よ
る
確
保
数
は
。

　
　
避
難
者
数
３
５

０
０
人
で
準
備
し
て

い
ま
す
、
不
足
分
は

問答問答問答問答

問答

　
　
本
市
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
の

推
進
に
関
し
て
は
、
全
て
の

市
民
が
そ
の
恩
恵
を
享
受
で

き
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目

指
す
べ
き
と
考
え
て
お
り
、

国
、
県
や
各
自
治
体
の
先
行

事
例
に
つ
い
て
情
報
を
収
集

し
、
本
市
と
し
て
の
方
向
性

を
見
極
め
る
必
要
が
あ
る
と

捉
え
て
い
ま
す
。

　
　
市
民
向
け
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
講
座
等

の
開
催
が
必
要
と
考
え
ま
す

が
見
解
は
。

　
　
市
民
向
け
講
座
は
必
要

な
施
策
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

公
民
館
で
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
講
座
を
令
和
３
年
度
か
ら

開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
度

も
実
施
予
定
で
す
。

　
民
間
事
業
者
に
よ
る
各
種

講
座
の
情
報
提
供
に
も
努
め

ま
す
。

答問答

協
定
で
確
保
し
ま
す
。

　
飲
食
料
は
、
自
助
・
共
助

で
家
庭
の
備
蓄
で
３
日
間
〜

１
週
間
、
市
民
の
皆
さ
ま
方

の
非
常
用
持
ち
出
し
を
推
奨

し
て
い
ま
す
。

　
　
一
時
避
難
所
の
管
理
運

営
は
町
内
会
が
行
う
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。
食
料
品
は

市
・
町
内
会
い
ず
れ
で
準
備

す
る
の
で
す
か
。

　
　
市
の
備
蓄
は
、
指
定
避

難
所
用
で
す
。

　
　
一
時
避
難
所
の
備
蓄
も

一
定
数
量
、
市
で
準
備
す
べ

き
で
は
。

　
　
自
助
・
共
助
で
、
各
家

庭
で
準
備
で
き
る
こ
と
は
、

市
民
が
備
え
る
よ
う
周
知
し

ま
す
。

問答問答

金子　　透 議員

村上　　治 議員
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答 問
し
っ
か
り
と
対
応
し
て
い
き
ま
す

Ａ
Ｙ
Ａ
世
代
に
お
け
る
が
ん
対
策
を

答 問
最
大
限
、
負
担
が
な
い
よ
う
努
力
す
る

第
９
期
介
護
保
険
料
の
据
え
置
き
を

　
　
18
か
ら
39
歳
の
が
ん
患

者
は
、
介
護
保
険
も
小
児
慢

性
特
定
疾
病
医
療
費
助
成
制

度
も
適
用
さ
れ
ず
、
支
援
制

度
の
は
ざ
ま
に
あ
る
と
指
摘

さ
れ
て
お
り
、
支
援
制
度
が

必
要
と
考
え
ま
す
。

　
　
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
支
援
と

し
て
現
在
実
施
し
て
い
る
医

療
用
ウ
ィ
ッ
グ
購
入
に
係
る

助
成
の
ほ
か
、
乳
房
補
正
具

購
入
に
係
る
助
成
の
導
入
に

向
け
現
在
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
　
終
末
期
を
含
め
、
在
宅

療
養
を
希
望
す
る
患
者
さ
ん

が
増
え
て
お
り
、
本
市
で
も

問答問

　
政
府
は
、
社
会
保
障
の
給

付
に
係
る
財
源
に
つ
い
て
、

現
役
世
代
が
高
齢
者
を
支
え

る
従
来
型
か
ら
、
経
済
力
に

応
じ
全
て
の
世
代
で
支
え
合

う
「
全
世
代
型
」
へ
の
転
換

を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

少
子
高
齢
化
社
会
の
現
状
か

ら
、
や
む
を
得
な
い
こ
と
と

は
思
い
ま
す
が
、
高
齢
者
も

現
役
時
代
は
厳
し
い
競
争
社

会
の
中
、
歯
を
食
い
し
ば
り

努
力
し
た
と
の
思
い
は
強
い

は
ず
で
す
。

　
　
窓
口
負
担
が
１
割
か
ら

２
割
に
増
え
ま
し
た
が
、
市

内
の
該
当
者
は
何
％
で
す
か
。

　
　
２
割
負
担
の
該
当
者
と

し
て
は
約
21
％
で
す
。

問答

在
宅
療
養
へ
の
支
援
制
度
を

検
討
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

　
　
国
や
県
の
動
向
も
踏
ま

え
、
導
入
に
向
け
検
討
を
進

め
ま
す
。

　
　
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医

療
費
助
成
制
度
に
お
い
て
は
、

福
祉
用
具
の
レ
ン
タ
ル
が
補

助
対
象
に
な
ら
ず
、
小
児
が

ん
患
者
が
在
宅
療
養
を
希
望

す
る
上
で
大
き
な
ネ
ッ
ク
に

な
っ
た
と
い
う
声
を
聞
い
て

い
ま
す
。
市
の
支
援
制
度
を

検
討
す
る
上
で
、
こ
の
点
も

踏
ま
え
た
制
度
設
計
を
す
べ

き
と
考
え
ま
す
。

　
　
購
入
し
た
場
合
の
み
助

成
さ
れ
、
レ
ン
タ
ル
の
場
合

負
担
が
大
き
く
な
る
こ
と
を

認
識
し
て
い
ま
す
。
最
大
限

答問答

　
　
公
的
医
療
保
険
料
の
引

上
げ
に
お
け
る
市
内
の
該
当

者
は
何
％
で
す
か
。

　
　
24
・
25
年
度
の
年
金
収

入
で
39
％
が
該
当
し
ま
す
。

　
　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

は
、
昨
年
の
10
月
に
窓
口
負

担
を
１
割
か
ら
２
割
に
引
上

げ
、
さ
ら
に
保
険
料
ま
で
負

担
増
に
な
り
ま
す
。
高
齢
者

に
と
っ
て
は
ダ
ブ
ル
パ
ン
チ

の
状
況
と
認
識
し
ま
す
が
、

こ
れ
は
高
齢
者
の
ぼ
や
き
と

し
か
言
い
よ
う
が
な
い
の
か
、

救
い
の
手
は
。

　
　
現
状
は
、
現
役
世
代
の

負
担
が
非
常
に
大
き
い
状
況

で
す
。
一
定
の
世
代
に
偏
る

こ
と
な
く
、
全
て
の
世
代
で

能
力
に
応
じ
た
応
分

の
負
担
で
、
社
会
保

障
制
度
の
維
持
を
図

る
必
要
が
あ
る
と
い

う
の
が
国
の
考
え
で

す
。
激
変
緩
和
措
置

等
も
検
討
さ
れ
て
お

問答問答

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
が
ん
は
早
期
発
見
が
重

要
で
す
。
本
市
に
お
け
る
が

ん
検
診
の
取
り
組
み
は
。

　
　
主
な
取
り
組
み
と
し
て
、

子
宮
頸
が
ん
検
診
に
お
い
て

は
21
歳
と
26
歳
を
迎
え
る
女

性
、
ま
た
、
乳
が
ん
検
診
に

お
い
て
は
41
歳
を
迎
え
る
女

性
に
対
し
て
無
料
で
検
診
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ

か
、
大
腸
が
ん
・
胃
が
ん
・

乳
が
ん
検
診
に
お
い
て
、
国

の
指
針
よ
り
対
象
年
齢
を
拡

大
し
て
お
り
、
早
期
発
見
に

向
け
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

問答

り
、
国
お
よ
び
県
の
広
域
連

合
の
決
定
に
即
し
て
必
要
な

対
応
を
図
り
ま
す
。

　
　
次
期
の
９
期
介
護
保
険

事
業
計
画
で
は
、
介
護
給
付

費
準
備
基
金
が
約
６
億
２
０

０
０
万
円
（
前
年
度
比
約
８

５
０
０
万
円
増
）
の
状
況
で

す
。
高
度
な
判
断
で
次
年
度

の
介
護
保
険
料
に
つ
い
て
は

最
低
で
も
基
準
額
の
据
置
き

を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

見
解
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

　
　
介
護
保
険
料
に
つ
き
ま

し
て
は
、
第
７
期
か
ら
第
８

期
の
際
も
据
置
き
と
し
ま
し

た
。
次
回
に
つ
き
ま
し
て
も

基
金
も
う
ま
く
活
用
し
な
が

ら
、
最
大
限
、
負
担
が
な
い

よ
う
に
努
力
を
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問答

※
Ａ
Ｙ
Ａ
世
代

　

�　
思
春
期
か
ら
30
歳
代
ま
で

の
世
代
を
指
し
、
国
立
が
ん

研
究
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は

15
か
ら
39
歳
ま
で
と
定
義
さ

れ
て
い
る
。

その他の
質　　問

子
ど
もイン

フ
ル
ワ
ク
チ
ン
接
種
助
成

感
染
状
況
等
を
見
な
が
ら検討

し
ま
す

答 問

出川　博一 議員

佐藤　浩崇 議員

9 とみや議会だより 第28号
2023年（令和５年）８月１日

議
案
審
査

一
般
質
問

委
員
会
活
動

予

算



答 問
粘
り
強
く
地
下
鉄
整
備
に
取
り
組
み
ま
す

泉
中
央
以
北
の
鉄
道
延
伸
に
つ
い
て

答 問
慎
重
に
検
討
し
て
い
き
ま
す

成
田
東
小
正
門
に
フ
ェ
ン
ス
の
門
を

　
私
は
、
機
会
あ
る
ご
と
に

一
般
質
問
等
で
泉
中
央
よ
り

我
が�

市
へ
の
鉄
道
延
伸
に
つ

い
て
議
論
、
提
案
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
私
の
令
和
３
年
12
月
議
会

の
一
般
質
問
に
お
い
て
、
鉄

道
延
伸
な
ど
交
通
網
の
集
約

点
が
大
清
水
で
あ
る
事
を
改

め
て
明
記
し
、
そ
れ
か
ら
、

ひ
よ
り
台
、
大
和
、
大
衡
へ

の
北
伸
計
画
を
進
め
る
よ
う

提
言
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
若

生
市
長
の
答
弁
は
、
大
清
水

は
、
明
確
に
交
通
網
の
集
約

地
点
で
あ
り
、
将
来
的
な
駅

　
　
成
田
東
小
お
よ
び
市
内

小
中
学
校
に
囲
障
や
防
犯
カ

メ
ラ
等
の
設
置
を
再
検
討
す

問

用
地
も
確
保
さ
れ
て
お
る
わ

け
で
基
本
計
画
に
変
わ
る
こ

と
は
な
い
と
言
わ
れ
て
お
り
、

ま
ず
は
、
明
石
台
ま
で
の
具

体
的
な
事
業
計
画
に
向
け
て

の
計
画
策
定
す
る
こ
と
に
理

解
を
求
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら

次
の
質
問
を
い
た
し
ま
す
。

　
　
令
和
５
年
第
１
回
定
例

議
会
に
お
い
て
、
ガ
イ
ド

ウ
ェ
イ
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
を
含

む
次
世
代
都
市
交
通
シ
ス
テ

ム
導
入
可
能
性
調
査
を
実
施

す
る
と
う
た
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
調
査
の
結
果
、
そ
れ
が

有
効
な
事
業
と
考
え
ら
れ
た

場
合
、
地
下
鉄
構
想
か
ら
シ

フ
ト
を
変
更
す
る
こ
と
も
あ

問

べ
き
で
は
。

　
　
学
校
側
の
意
見
を
聞
き

な
が
ら
、
さ
ら
な
る
防
犯
対

答

り
え
る
か
伺
い
ま
す
。

　
　
調
査
で
有
効
性
が
確
認

さ
れ
た
場
合
で
も
、
長
期
計

画
と
し
て
の
地
下
鉄
整
備
に

粘
り
強
く
取
り
組
み
を
進
め

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
　
地
下
鉄
整
備
費
３
５
４

億
円
、
４
５
１
億
円
総
事
業

費
で
、
国
、
県
の
補
助
金
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
事
業
費
３
５
４
億
円
の

場
合
、
国
か
ら
72
億
５
０
０

０
万
円
、
県
、
仙
台
市
、
富

谷
市
、
可
能
性
の
あ
る
公
共

団
体
が
１
５
１
億
５
０
０
０

万
円
、
交
通
事
業
者
の
負
担

が
、
１
２
９
億
９
０
０
０
万

円
で
す
。

答問答

策
を
検
討
し
、
市
内
小
中
学

校
の
安
全
安
心
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

　
　
工
事
の
予
定
と
優
先
順

位
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

問

　
　
指
導
者
や
保
護
者
向
け

の
講
義
は
必
要
で
は
。

　
　
指
導
者
や
保
護
者
の
意

識
お
よ
び
指
導
力
の
向
上
に

向
け
た
講
義
の
必
要
性
を
認

識
し
て
お
り
、
今
後
計
画
、

実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
ス
ポ
ー
ツ
、
音
楽
、
芸

問答問

　
　
優
先
度
は
高
い
と
認
識

し
て
お
り
、
早
期
の
実
施
に

向
け
て
検
討
致
し
ま
す
。

答

術
等
の
環
境
整
備
が
必
要
で

は
。
例
え
ば
音
楽
ホ
ー
ル
の

建
設
な
ど
は
。

　
　
部
活
動
の
地
域
移
行
も

含
め
、
子
ど
も
た
ち
の
練
習

場
所
と
し
て
提
供
し
続
け
ら

れ
る
よ
う
に
、
施
設
の
利
用

促
進
と
環
境
の
整
備
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。
音
楽
ホ
ー
ル

の
建
設
に
つ
い
て
は
、
中
長

期
的
な
検
討
課
題
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
　
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も

答問

た
ち
に
対
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ

や
芸
術
に
触
れ
る
機
会
を
設

け
る
べ
き
と
思
い
ま
す
が
。

　
　
県
や
地
域
の
関
係
団
体

な
ど
と
連
携
し
、
障
が
い
の

あ
る
子
ど
も
た
ち
へ
の
パ
ラ

ス
ポ
ー
ツ
の
機
会
の
提
供
や

芸
術
活
動
へ
の
参
加
機
会
の

充
実
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
　
少
子
化
が
進
む
中
、
子

ど
も
た
ち
へ
の
投
資
が
未
来

の
富
谷
の
姿
と
な
る
と
思
い

ま
す
が
。

　
　
引
き
続
き
、
未
来
の
富

谷
を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ
の

投
資
を
し
っ
か
り
と
行
っ
て

い
き
ま
す
。

答問答

答 問
早
期
の
開
始
を
検
討
し
て
い
き
ま
す

太
子
堂
団
地
内
の
舗
装
工
事
等
に
つ
い
て

答 問
興
味
や
関
心
、
意
識
向
上
を
図
り
ま
す

子
ど
も
た
ち
の
才
能
を
伸
ば
す
取
組
は

その他の
質　　問

物
価
高
騰
の
支
援
は今後

も
必
要
で
は

本
市
独
自
の
取
組
を
検
討
し
ま
す

問答

　▲ 成田東小学校

　▲ 仙台市地下鉄

渡邊　俊一 議員

畑山　和晴 議員
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答 問
可
能
な
限
り
支
援
を
行
い
ま
す

菜
の
花
保
育
園
の
施
設
整
備
と
今
後
は

答 問
必
要
性
が
高
い
も
の
と
考
え
ま
す

紙
お
む
つ
処
理
機
の
導
入
に
つ
い
て

　
私
立
認
可
保
育
園
、
富
ケ

丘
菜
の
花
保
育
園
は
、
平
成

28
年
４
月
に
富
ケ
丘
北
部
会

館
を
改
修
し
開
園
し
ま
し
た
。

当
初
か
ら
、
建
物
の
２
階
の

部
分
で
あ
る
こ
と
や
園
庭
が

な
い
こ
と
な
ど
、
整
っ
た
環

境
で
あ
る
と
は
言
え
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
創

意
工
夫
の
中
で
運
営
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
が
、
そ
の
中
で

課
題
が
見
え
始
め
、
今
年
の

４
月
７
日
に
施
設
整
備
等
に

関
す
る
要
望
書
が
書
面
に
て

市
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
福
祉
向
上
に
向
け
た
支
援

に
つ
い
て
、
介
護
用
具
の
購

入
は
、
償
還
払
い
の
扱
い
に

な
る
た
め
、
一
時
的
と
は
い

え
全
額
を
支
払
う
状
況
で
す
。

品
目
が
重
な
る
と
介
護
を
要

す
る
世
帯
で
は
厳
し
い
と
の

声
が
あ
り
ま
す
。
受
領
委
任

払
い
へ
移
行
す
べ
き
と
思
い

ま
す
。

　
　
介
護
用
具
の
支
払
い
方

法
を
考
慮
す
べ
き
で
は
な
い

で
す
か
。

　
　
利
便
性
の
向
上
と
負
担

軽
減
を
図
る
た
め
、
受
領
委

任
払
い
方
式
の
導
入
に
向
け

問答

　
　
提
出
さ
れ
た
要
望
書
に

対
す
る
見
解
は
。

　
　
保
育
環
境
の
改
善
や
向

上
を
図
る
た
め
の
、
対
応
や

協
力
を
求
め
ら
れ
た
も
の
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

　
　
保
育
園
の
職
場
環
境
に

対
し
て
の
見
解
は
。

　
　
職
員
室
が
手
狭
の
状
況

は
、
把
握
し
て
い
ま
す
。

　
　
以
前
出
張
所
と
し
て
活

問答問答問

て
制
度
設
計
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

　
　
子
育
て
支
援
の
一
環
と

し
て
、
衛
生
面
を
重
視
す
る

観
点
と
保
護
者
の
負
担
軽
減

か
ら
、
公
共
施
設
へ
の
お
む

つ
処
理
機
の
導
入
は
。

　
　
必
要
性
が
高
い
も
の
と

考
え
ま
す
。
乳
幼
児
が
多
く

利
用
す
る
公
共
施
設
な
ど
、

お
む
つ
処
理
機
の
導
入
に
つ

い
て
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

問答

用
し
て
い
た
場
所
の
活
用
は
。

　
　
国
や
県
と
の
協
議
・
申

請
等
が
必
要
に
な
る
可
能
性

が
あ
り
、
調
査
し
て
い
ま
す
。

　
　
菜
の
花
保
育
園
の
運
営

基
盤
の
強
化
と
環
境
整
備
の

今
後
の
進
め
方
は
。

　
　
引
き
続
き
保
育
園
と
の

緊
密
な
連
絡
体
制
を
維
持
し
、

可
能
な
限
り
支
援
を
行
い
ま

す
。

答問答

　
　
高
齢
者
世
帯
に
対
す
る

熱
中
症
対
策
、
支
援
に
つ
い

て
の
考
え
は
。

　
　
個
別
訪
問
で
現
状
を
把

握
し
な
が
ら
、
関
係
部
署
が

連
携
を
図
り
な
が
ら
チ
ラ
シ

等
を
含
め
熱
中
症
に
対
す
る

周
知
を
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
高
齢
者
に
対
す
る
冷
却

シ
ー
ト
や
ネ
ッ
ク
シ
ー
ト
な

ど
の
配
布
は
。

　
　
前
向
き
に
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

問答問答

　
　
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
の
意
識
づ
く
り
と
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
策
定
後
の
取
組
の
進

捗
状
況
は
。

　
　
市
民
協
働
セ
ミ
ナ
ー
等

で
意
識
づ
く
り
を
行
い
、
今

年
度
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
や

推
進
審
議
会
で
の
議
論
も
踏

ま
え
、
具
体
的
な
支
援
方
針

を
作
成
し
ま
す
。

問答

　
町
内
会
の
中
で
は
、
高
齢

化
率
も
高
く
脱
会
す
る
方
が

増
え
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

も
難
し
い
。
市
と
地
域
と
の

災
害
時
に
お
け
る
連
携
、
施

設
バ
リ
ア
フ
リ
ー
等
の
対
応

も
必
要
で
す
。

　
　
市
民
活
動
団
体
へ
の
支

援
に
対
す
る
現
状
と
課
題
、

市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

担
う
人
材
育
成
に
つ
い
て
。

　
　
情
報
発
信
に
努
め
、
市

民
活
動
応
援
事
業
も
実
施
し

ま
し
た
。
人
材
育
成
は
、
今

年
度
策
定
予
定
の
支
援
方
針

の
中
で
検
討
し
ま
す
。

問答

　
　
会
館
の
手
す
り
、
車
い

す
対
応
、
些
細
な
支
援
は
で

き
な
い
で
す
か
。

　
　
現
状
を
確
認
し
、
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

問答

答 問
活
動
し
や
す
い
環
境
作
り
に
努
め
ま
す

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
つ
い
て

答 問
連
携
の
強
化
を
行
い
ま
す

保
育
園
、
幼
稚
園
等
の
避
難
訓
練
等
は
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答 問
検
討
し
て
い
き
ま
す

部
活
動
を
問
う

答 問
鋭
意
取
り
組
ん
で
い
ま
す

穀
田
線
、
穀
田
三
ノ
関
線
の
完
了
急
げ

　
ス
ポ
ー
ツ
庁
、
文
化
庁
の

「
学
校
部
活
動
及
び
新
た
な

地
域
ク
ラ
ブ
活
動
の
在
り
方

に
関
す
る
総
合
的
な
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
で
は
、「
週
あ
た

り
２
日
以
上
の
休
養
日
を
設

け
、
平
日
は
２
時
間
程
度
、

休
業
日
は
３
時
間
程
度
と
し
、

で
き
る
だ
け
短
時
間
に
合
理

的
か
つ
効
率
的
な
活
動
を
行

う
」
と
あ
り
ま
す
。

　
　
中
学
生
は
成
長
期
で
あ

り
、
過
度
の
疲
労
は
故
障
に

つ
な
が
る
こ
と
は
共
通
認
識

で
す
か
。

　
　
過
度
な
疲
労
は
間
違
い

な
く
故
障
リ
ス
ク
、
非
常
に

大
き
い
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
　
ス
ポ
ー
ツ
庁
に
問
い
合

問答問

　
穀
田
線
歩
道
整
備
事
業
は

中
断
か
ら
10
年
が
経
過
し
、

危
険
な
状
態
が
続
い
て
い
ま

す
。
穀
田
三
ノ
関
線
は
、
市

役
所
北
東
角
か
ら
旧
４
号
線

に
接
続
し
て
お
ら
ず
、
供
用

が
待
た
れ
ま
す
。

　
　
穀
田
線
歩
道
未
整
備
区

間
の
整
備
完
了
時
期
は
。

　
　
来
年
度
か
ら
４
か
年
計

画
で
進
め
ま
す
。

　
　
未
整
備
区
間
の
地
権
者

と
土
地
売
買
交
渉
の
進
展
は
。

　
　
８
月
上
旬
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

問答問答

わ
せ
る
と
、「
一
番
大
事
な

の
は
休
憩
も
練
習
で
あ
り
、

故
障
予
防
の
た
め
の
科
学
的

根
拠
に
基
づ
い
た
原
則
時
間
、

筋
肉
の
回
復
、
訓
練
効
果
を

高
め
る
た
め
の
考
え
で
す
」

と
い
う
見
解
で
し
た
。
市
も

共
通
認
識
と
す
べ
き
で
は
。

　
　
休
憩
を
重
要
視
し
、
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
改
定
で
も
検
討

し
た
い
で
す
。

　
　
平
日
２
時
間
、
休
日
３

時
間
の
考
え
方
を
問
い
あ
わ

せ
る
と
、「
疲
労
が
た
ま
る

時
間
を
想
定
し
、
大
会
を
除

い
て
拘
束
時
間
が
長
す
ぎ
る

の
も
、
原
則
か
ら
離
れ
る
」

と
伺
い
ま
し
た
。
時
間
を
近

づ
け
る
こ
と
が
必
要
で
は
。

答問

　
　
穀
田
三
ノ
関
線
の
整
備

率
は
。

　
　
整
備
率
約
83
％
で
す
。

　
　
供
用
開
始
時
期
は
。

　
　
来
年
度
に
な
り
ま
す
。

問答問答

　
　
拘
束
時
間
も
一
定
の
上

限
設
定
、
要
件
を
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
盛
り
込
ん
で
い
く
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

検
討
し
ま
す
。

　
　
よ
り
質
の
高
い
経
験
を

提
供
す
る
た
め
に
、
元
プ
ロ

や
指
導
資
格
者
に
入
っ
て
も

ら
う
考
え
は
。

　
　
プ
ロ
の
指
導
、
ト
レ
ー

ナ
ー
、
栄
養
士
な
ど
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
、
体
制
づ
く
り
も
必

要
と
思
い
ま
す
。

　
　
部
活
動
で
学
び
合
い
に

取
り
組
ん
で
は
。

　
　
積
極
的
に
進
め
た
い
と

思
い
ま
す
。

答問答問答

　
　
旧
４
号
線
接
続
地
の�

土

地
取
得
が
な
ぜ
困
難
で
す
か
。

　
　
約
８
０
０
㎡
の
代
替
地

と
の
土
地
交
換
を
交
渉
中
で

す
。

問答

　
県
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
本

市
で
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
（
心

の
健
康
）
不
調
に
よ
る
病
休

者
は
22
年
度
13
人
で
18
年
度

の
３
人
と
比
較
す
れ
ば
４
・

３
倍
と
な
り
、
こ
の
増
加
率

は
、
県
内
35
市
町
村
で
最
も

大
き
い
も
の
で
し
た
。

　
岩
沼
市
の
よ
う
に
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
不
調
者
０
の
自
治

体
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、

本
市
職
員
か
ら
「
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
不
調
者
を
一
人
も
出

さ
な
い
」
と
い
う
強
い
決
意

と
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

　
　
３
人
か
ら
13
人
へ
の
増

問

加
の
受
け
止
め
は
。

　
　
重
く
受
止
め
て
い
ま
す
。

　
　
業
務
に
見
合
う
適
正
な

職
員
数
の
算
定
は
。

　
　
他
自
治
体
と
の
比
較
、

管
理
職
等
へ
の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ

を
実
施
し
決
定
し
て
い
ま
す
。

　
　
休
日
勤
務
の
実
態
は
。

　
　
市
全
体
で
年
間
70
日
で
、

件
数
に
し
て
約
１
０
０
件
で
す
。

　
　
若
い
職
員
か
ら
の
意
欲

を
取
り
上
げ
、
改
善
に
つ
な

げ
る
動
き
は
。

　
　
業
務
改
善
提
案
を
令
和

３
年
度
か
ら
実
施
し
対
応
し

て
い
ま
す
。

答問答問答問答

答 問
年
休
取
得
と
定
時
退
庁
の
励
行

職
務
の
過
重
負
担
の
軽
減
は

その他の
質　　問

広
報
配
布
方
法
の

再
考
が
必
要
で
は

調
査
研
究
し
、

方
向
性
に
つ
い
て
検
討

問答

　▲ 穀田三ノ関線旧４号接続付近
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答 問
設
置
に
向
け
て
検
討
を
行
い
ま
す

学
校
等
に
１
１
０
番
非
常
通
報
装
置
を

答 問
昨
年
５
月
か
ら
70
件
の
申
請
あ
り

補
聴
器
購
入
助
成
事
業
の
利
用
状
況
は

　
学
校
、
幼
稚
園
、
保
育
園

等
は
、
安
全
で
、
子
ど
も
た

ち
が
伸
び
伸
び
と
学
べ
る
場

所
で
あ
る
べ
き
で
す
。
し
か

し
、
不
審
者
の
侵
入
事
件
が

起
き
て
い
ま
す
。

　
学
校
等
で
の
不
審
者
侵
入

防
止
対
策
の
取
り
組
み
の
一

つ
に
、
警
察
直
通
の
非
常
通

報
装
置
の
活
用
が
あ
り
ま
す
。

　
１
１
０
番
非
常
通
報
装
置

は
、
不
審
者
の
侵
入
な
ど
が

発
生
し
た
場
合
、
非
常
ボ
タ

ン
を
押
す
と
自
動
的
に
県
警

の
１
１
０
番
に
通
報
さ
れ
る

も
の
で
す
。
警
察
へ
の
通
報

が
、
ボ
タ
ン
一
つ
で
簡
単
に

で
き
、
迅
速
な
初
動
対
応
が

可
能
と
な
り
、
金
融
機
関
等

　
県
内
初
の
取
り
組
み
、
高

齢
者
補
聴
器
購
入
助
成
事
業
。

　
高
齢
者
の
難
聴
、
聞
き
づ

ら
さ
は
、
認
知
機
能
の
低
下
、

Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
低
下
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。

　
　
利
用
状
況
と
、
利
用
者

の
反
応
は
。

　
　
昨
年
５
月
か
ら
、
本
年

５
月
31
日
ま
で
、
70
件
の
申

請
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
利
用
者
の
反
応
は
、
話
し

が
よ
く
聞
こ
え
て
周
り
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と

り
や
す
く
な
っ
た
と
の
声
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
　
申
請
か
ら
助
成
ま
で
の

流
れ
は
。

問答問

に
も
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
学
校
、
幼
稚
園
、
保
育

園
等
に
１
１
０
番
非
常
通
報

装
置
の
設
置
は
。

　
　
ご
提
案
の
１
１
０
番
非

常
通
報
装
置
は
、
非
常
事
態

の
中
、
い
ち
早
く
警
察
に
状

問答

　
　
申
請
か
ら
助
成
ま
で
の

期
間
は
、
助
成
決
定
ま
で
約

10
日
間
、
請
求
か
ら
振
込
ま

で
は
約
１
週
間
で
す
。

　
　
対
象
者
の
拡
大
、
助
成

金
額
の
増
額
の
考
え
は
。

　
　
現
時
点
で
は
対
象
者
の

答問答

況
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る

有
効
な
も
の
と
認
識
を
し
て

い
ま
す
。
各
施
設
と
調
整
を

図
り
な
が
ら
、
設
置
に
向
け

て
検
討
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

拡
大
を
実
施
す
る
予
定
は
ご

ざ
い
ま
せ
ん
。

　
助
成
金
額
の
増
額
は
、
利

用
者
の
意
見
や
県
内
市
町
村

の
状
況
も
踏
ま
え
、
引
き
続

き
調
査
研
究
し
ま
す
。

　
「
書
か
な
い
窓
口
」
と
は
、

住
民
票
な
ど
の
交
付
や
諸
手

続
で
、
書
類
へ
の
署
名
が
１

回
で
済
む
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓

口
の
こ
と
で
す
。

　
住
民
が
提
示
し
た
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
等
に
基
づ
き
、

職
員
が
氏
名
等
の
個

人
情
報
を
確
認
し
、

書
類
を
作
成
し
ま
す
。

住
民
は
書
類
の
記
載

内
容
を
確
認
し
た
上

で
署
名
す
る
だ
け
で

す
。

　
病
院
誘
致
に
つ
い
て
、
市

の
見
解
は
。

　
　
県
の
動
き
に
対
し
て
市

は
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
ま

す
か
。

　
　
現
在
、
県
お
よ
び
関
係

機
関
と
の
間
で
進
め
ら
れ
て

い
る
基
本
合
意
の
締

結
に
向
け
た
協
議
に

つ
い
て
、
そ
の
動
向

を
注
視
す
る
と
と
も

に
、
本
市
と
し
て
も

引
き
続
き
誘
致
に
向

け
た
取
り
組
み
を
着

問答

　
窓
口
で
の
記
入
時
間
や
待

ち
時
間
が
短
縮
さ
れ
、
職
員

に
よ
る
処
理
時
間
も
短
縮
さ

れ
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、

作
業
の
効
率
化
な
ど
が
期
待

で
き
ま
す
。

　
　
「
書
か
な
い
窓
口
」
の

開
設
は
。

　
　
住
民
基
本
台
帳
等
の
基

幹
系
シ
ス
テ
ム
と
の
連
携
が

必
要
で
あ
り
、
国
が
定
め
る

シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
と
併
せ

て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

問答

実
に
進
め
ま
す
。

　
　
病
院
建
設
予
定
地
周
辺

の
環
境
整
備
に
対
す
る
考
え

は
。

　
　
新
病
院
の
基
本
合
意
が

締
結
さ
れ
次
第
、
速
や
か
に

都
市
計
画
法
に
基
づ
く
用
途

地
域
を
変
更
す
る
と
と
も
に

地
区
計
画
を
決
定
す
る
手
続

き
を
進
め
ま
す
。

問答

答 問
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
と
併
せ
取
り
組
む

「
書
か
な
い
窓
口
」
の
開
設
を

答 問
引
き
続
き
誘
致
に
向
け
た
取
組
を
進
め
る

病
院
誘
致
に
つ
い
て
市
の
見
解
は

安住　稔幸 議員

渡邊　清美 議員
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答 問
今
後
検
討
を
し
ま
す

保
育
施
設
利
用
条
件
の
緩
和
を

　
就
労
し
て
い
な
い
親
な
ど

の
子
ど
も
が
未
就
園
児
と
な

り
、
親
が
「
育
児
疲
れ
」
に

追
い
込
ま
れ
た
り
、
孤
独
感

を
抱
え
た
り
す
る
ケ
ー
ス
が

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
さ
ら
な
る
保
育
サ
ー
ビ
ス

の
環
境
整
備
、
入
所
審
査
基

準
の
見
直
し
を
望
む
市
民
が

多
く
、
以
下
質
問
し
ま
す
。

　
　
未
就
園
児
を
預
か
る
国

の
モ
デ
ル
事
業
の
実
施
は
。

　
　
定
員
に
空
き
が
出
な
い

た
め
、
応
募
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
　
保
育
所
の
入
所
審
査
基

準
の
緩
和
が
必
要
で
は
。

問答問

　
　
現
状
は
、
待
機
児
童
ゼ

ロ
を
継
続
す
る
の
が
精
一
杯

で
す
。
今
後
、
待
機
児
童
ゼ

ロ
の
取
り
組
み
を
優
先
し
、

余
裕
が
で
き
た
ら
審
査
基
準

の
緩
和
な
ど
を
検
討
し
ま
す
。

　
　
ゼ
ロ
歳
児
の
４
割
（
１

３
０
人
）
が
明
石
台
、
東
向

陽
台
地
区
で
育
児
さ
れ
て
い

答問

ま
す
。
明
石
台
東
地
区
の
入

居
者
増
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

か
ら
、
明
石
台
地
区
に
保
育

施
設
整
備
が
必
要
で
は
。

　
　
保
育
需
要
の
増
加
に
応

じ
た
施
設
整
備
が
必
要
と
考

え
て
い
ま
す
。

答

　
生
徒
た
ち
が
主
役
で
あ
り
、

生
徒
自
身
の
た
め
の
部
活
動

の
在
り
方
を
考
え
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

　
　
有
識
者
に
よ
る
協
議
会

を
設
立
し
、
具
体
的
な
進
め

方
の
検
討
が
必
要
で
は
。

　
　
今
年
７
月
に
協
議
会
を

設
置
予
定
で
す
。

　
　
地
域
移
行
プ
ロ
セ
ス
を

早
急
に
周
知
す
べ
き
で
は
。

問答問

　
　
全
体
方
針
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
な
ど
、
で
き
る
だ
け
早
い

段
階
で
関
係
者
に
示
す
予
定

で
す
。

　
現
段
階
で
は
、
夏
以
降
に

ス
ポ
ー
ツ
団
体
等
へ
の
説
明
、

年
末
も
し
く
は
年
明
け
に
募

集
開
始
、
令
和
６
年
度
か
ら

先
行
実
証
開
始
を
想
定
し
て

い
ま
す
。

答

答 問
全
体
方
針
等
を
早
い
時
期
に
示
し
ま
す

部
活
動
の
地
域
移
行
の
見
え
る
化
を

しましたしました
調 査調 査

よりよいまちづくりのために

（３月〜５月実施）

総 務 常 任 委 員 会…市の財政、市税、防災、まちづくり、環境衛生等について調査や審査をします。
教育民生常任委員会…教育、子育て、福祉、健康保険、介護保険等について調査や審査をします。
産業建設常任委員会…経済振興、道路、河川、都市整備、上下水道等について調査や審査をします。

各委員会の説明

塩田　智明 議員

　▲ 東向陽台保育所
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事
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
６
月
定
例
会
に
て
関
係
す

る
条
例
が
上
程
さ
れ
、
使
用

許
可
、
管
理
運
営
、
利
用
料

等
の
審
議
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
イ
ノ
シ
シ
等
の
害
獣

対
策
と
し
て
物
理
柵
の
設
置
、

供
物
、
献
花
等
の
持
ち
帰
り

等
利
用
者
の
理
解
と
協
力
も

求
め
る
と
の
こ
と
で
す
。

◎
調
査
日　
５
月
10
日

　
（
仮
称
）
や
す
ら
ぎ
パ
ー

ク
と
み
や
の
整
備
状
況
に
つ

い
て
、
現
地
に
て
説
明
を
受

け
ま
し
た
。
竣
工
後
の
姿
を

想
定
し
な
が
ら
、
現
在
の
工

事
進
捗
率
は
４
月
時
点
で

64
％
と
の
こ
と
で
、
順
調
と

思
わ
れ
ま
す
。
市
民
の
関
心

の
高
い
施
設
設
備
で
あ
り
、

遅
れ
る
こ
と
な
く
竣
工
す
る

　
募
集
に
関
し
て
、
遺
骨
を

自
宅
等
で
管
理
さ
れ
て
い
る

方
の
使
用
を
優
先
す
る
よ
う

考
慮
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

　
墓
地
利
用
に
関
し
て
、
複

雑
な
事
情
等
が
あ
る
方
に
も

寄
り
添
う
丁
寧
な
対
応
を
求

め
ま
す
。

遺骨が自宅等にある方の
優先使用を求める

調査先：市民生活部 生活環境課
　　　　建設部　　 都市計画課

（仮称）やすらぎパークとみやの
整備状況について

総
務
常
任
委
員
会

※
市
の
財
政
、
市
税
、
防
災
、
ま
ち
づ
く
り
、
環
境
衛
生
等
に
つ
い
て
調
査
や
審
査
を
し
ま
す
。

４年間の調査事項（令和元年９月〜）
調査年月日 調査事項 調査先

令和元年 10月21日 ①財政状況について
②空き家対策について

富谷市財政課
富谷市生活環境課

令和２年

１月20日 市民協働について 富谷市市民協働課

７月30日 ①公共交通政策について
②感染症拡大防止における避難所運営について

富谷市交通政策推進室
富谷市防災安全課

10月20日 災害対応について 富谷市防災安全課

令和３年

１月29日 入札・契約について 富谷市財政課
５月14日 公共交通関連施策について 富谷市交通政策推進室
５月24日 ５月14日開催の総務常任委員会について ―

７月20日 富谷市清掃センターの現状及び富谷市一般廃棄物処理
基本計画について 富谷市生活環境課

10月28日

行政改革及び公共施設、財政状況について
①�行政改革におけるこれまでの取り組み状況と成果、
今後の取り組みは

②公共施設の維持、管理、更新を見据えた取り組みは
③今後の財政状況の見通しは

富谷市行政改革推進室
富谷市財政課

令和４年

２月１日 富谷市の情報発信について 富谷市市長公室
５月13日 一時避難所の開設・運営について 富谷市防災安全課
７月25日 空き家を活用した移住・定住促進について 栗原市
10月26日 公開事業見直し「入間（いるま）ドック」について 埼玉県入間市
10月27日 ＤＸ推進の取り組みについて 群馬県渋川市
10月28日 宇都宮ＬＲＴについて 栃木県宇都宮市

令和５年

１月17日 ＤＸ推進について 富谷市情報デジタル化推進室

５月10日 （仮称）やすらぎパークとみやの整備状況について 富谷市生活環境課
富谷市都市計画課

７月13日 ゼロカーボンシティの取り組みについて 富谷市企画政策課
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教
育
民
生
常
任
委
員
会

※
教
育
、
子
育
て
、
福
祉
、
健
康
保
険
、
介
護
保
険
等
に
つ
い
て
調
査
や
審
査
を
し
ま
す
。

ら
、
利
府
町
以
外
の
方
の
来

館
者
も
多
く
、
交
流
人
口
の

増
加
に
も
寄
与
し
て
い
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
を
前
面
に
出

し
た
図
書
館
に
あ
る
ド
ー
ム

型
の
「
お
は
な
し
の
へ
や
」

は
、
柔
ら
か
い
フ
ロ
ア
で
、

子
ど
も
が
転
ん
で
も
大
き
な

ケ
ガ
に
つ
な
が
り
に
く
い
作

り
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

利
府
町
文
化
交
流
セ
ン

タ
ー
で
は
、
文
化
芸
術
や
生

◎
調
査
日　
４
月
26
日

　

利
府
町
文
化
交
流
セ
ン

タ
ー
は
、
文
化
・
芸
術
、
図

書
館
・
生
涯
学
習
な
ど
の
機

能
が
複
合
化
す
る
こ
と
に
よ

る
特
色
を
最
大
限
に
活
か
し
、

新
た
な
出
会
い
や
感
動
と
喜

び
が
集
ま
り
、
夢
や
元
気
を

発
信
し
て
い
く
よ
う
な
拠
点

施
設
の
実
現
を
目
指
し
て
整

備
さ
れ
ま
し
た
。

　
利
用
者
は
、
駐
車
場
が
広

く
道
路
事
情
も
よ
い
こ
と
か

涯
学
習
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝

え
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り

を
生
み
出
す
取
り
組
み
が
な

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
本
市
の

市
民
図
書
館
等
複
合
施
設
の

整
備
に
お
い
て
も
、
地
域
の

方
々
の
交
流
や
文
化
の
発
展

に
と
ど
ま
ら
ず
、
交
流
人
口

を
増
や
す
た
め
の
魅
力
あ
る

取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

人と人とのつながりを生み出す
魅力ある取り組みを

調査先：利府町文化交流センター
　　　　リフノス

市民図書館等複合施設に係る
先進事例について

４年間の調査事項（令和元年９月〜）
調査年月日 調査事項 調査先

令和元年 11月11日 障がい者に対する支援について 富谷市地域福祉課

令和２年

２月５日 白石市こじゅうろうキッズランドについて 白石市
７月１日 GIGAスクール構想について 株式会社ＮＴＴドコモ東北支社
９月28日 ＩＣＴ活用の授業について 富谷市立明石台小学校

10月22日 ふうどばんく東北AGAINについて 特定非営利活動法人ふうどばんく
東北ＡＧＡＩＮ

令和３年

１月26日 幼児教育・保育の無償化の現状について 教育部教育総務課
保健福祉部子育て支援課

３月26日 学校給食センター外部委託に係る調査 富谷市学校給食センター

８月６日 総合的な教育相談窓口として機能強化「教育支
援センター」について 富谷市教育委員会

10月13日 児童クラブについて 富谷市子育て支援課

令和４年

１月20日 放課後等デイサービスの整備状況について 富谷市地域福祉課
４月21日 第８期介護保険事業計画の実施状況について 富谷市長寿福祉課

10月26日 図書館を中心とした大和市文化創造拠点「シリ
ウス」の取り組みについて 神奈川県大和市

10月27日 日本初の不登校特例校「高尾山学園」の教育活
動について 東京都八王子市

10月28日 障がいのある子も楽しめる砧公園「みんなのひ
ろば」整備経緯と運営状況について 東京都世田谷区

令和５年
１月17日 不登校特例校富谷市立富谷中学校西成田教室に

ついて 富谷市立富谷中学校西成田教室

４月26日 市民図書館等複合施設に係る先進事例について 利府町
７月５日 第９期介護保険事業計画策定について 富谷市長寿福祉課
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産
業
建
設
常
任
委
員
会

※
経
済
振
興
、
道
路
、
河
川
、
都
市
整
備
、
上
下
水
道
等
に
つ
い
て
調
査
や
審
査
を
し
ま
す
。

て
い
ま
す
。
宅
地
分
譲
は
、

す
べ
て
の
工
事
が
完
了
し
た

後
と
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
西
地
区
に
お
い
て

は
、
令
和
５
年
度
中
の
事
業

認
可
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
成
田
二
期
東
地
区
は
、
成

田
二
期
北
工
業
用
地
と
隣
接

し
て
お
り
、
現
在
、
半
導
体

需
要
が
世
界
で
拡
大
し
て
お

り
、
市
と
し
て
は
、
こ
の
地

◎
調
査
日　
４
月
20
日

　
成
田
二
期
東
・
西
地
区
が

市
街
化
区
域
に
編
入
さ
れ
、

現
在
、
東
地
区
の
造
成
整
備

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
計
画
戸
数
は
４
７
３
戸
、

計
画
人
口
は
１
２
８
０
人
、

現
在
、
本
格
的
な
工
事
に
着

手
し
、
樹
木
の
伐
採
は
ほ
ぼ

完
了
し
一
次
造
成
に
入
っ
て

お
り
、
令
和
７
年
度
の
工
事

完
了
に
向
け
て
事
業
を
進
め

区
に
投
資
環
境
の
優
位
性
等

を
最
大
限
に
Ｐ
Ｒ
し
な
が
ら
、

半
導
体
関
連
産
業
を
中
心
と

し
た
誘
致
に
着
手
す
る
と
考

え
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
も
、

新
た
な
市
街
地
の
造
成
と
、

も
の
づ
く
り
産
業
の
形
成
の

バ
ラ
ン
ス
が
ポ
イ
ン
ト
と
な

り
ま
す
。

新たな市街地の造成と
ものづくり産業のバランスを
調査先：建設部 都市計画課

企業誘致や宅地造成が進む
成田地区の全体像

４年間の調査事項（令和元年９月〜）
調査年月日 調査事項 調査先

令和元年 11月１日 特産品による産業振興について 富谷市シルバー人材センター

令和２年
１月24日 台風19号による被害の復旧状況について 富谷市都市整備課
７月10日 商工業の振興施策について 富谷市産業観光課
10月13日 市道改良事業の進捗状況について 富谷市都市整備課

令和３年

１月26日 起業支援関連施策について 富谷市産業観光課
５月11日 土地利用関連施策について 富谷市都市計画課

７月28日 「とみやど」を拠点とした地域振興と観光施策につ
いて 富谷市産業観光課

10月19日 ブルーベリー産地拡大事業と富谷茶復活プロジェク
ト事業の課題と取組、推進について 富谷市農林振興課

令和４年

１月27日 「とみやど」を指定管理で運営する地域商社の内容
について 富谷市産業観光課

５月12日 市内の農業生産推進策の取組みについて 富谷市農林振興課
７月29日 都市近郊型園芸農業の現状と戦略について 石巻市
11月16日 観光物産拠点施設整備事業について 埼玉県越谷市
11月17日 アグリビジネスパーク事業について 千葉県柏市

令和５年
１月18日 道の駅「さんさん南三陸」の運営について 南三陸町
４月20日 土地区画整理事業（成田二期東）の進捗状況について 富谷市都市計画課
６月28日 起業家の創出・育成事業について 富谷市産業観光課
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議会活性化調査特別委員会
調査結果報告書（概要）

　富谷市議会は、市民の負託と信頼に応えられる議会活動、議員活動の実現にむ
け、令和元年第３回定例会において、議会活性化調査特別委員会を設置し、調査
検討、協議を重ねてきました。議会活性化調査特別委員会における調査結果を報
告します。

【調査事項】
（１）長期欠席議員の議員報酬減額条例について
（２）�富谷市議会災害行動指針・マニュアルについて
（３）�一般質問通告書のホームページ掲

載について
（４）�常任委員会の所管事務調査報告に

ついて
（５）議長の立候補制について
（６）議員間討議について
（７）議会報告会について

【まとめ】
　議会活性化調査特別委員会は、前期からの申し送り案件に対する調査検討、協議を
進めながら、デジタル社会に向けたタブレットの研修や、市民の負託に応えるための
迅速な情報共有のツールの確立等、議会改革を進めてきました。

　世界的に蔓延した新型コロナウイルス
感染症による行動制限により、市民に対
する開かれた議会としては、活動の縮小
も余儀なくされました。そして、およそ
４年間に及ぶ感染対策も緩和され、本委
員会でも重要な議会報告会を４年ぶりに
開催することが出来ました。
　議会活性化調査特別委員会は、所期の

目的は一定程度達成され、成果を収めることが出来たものと考えます。
　結びに、来期の議会への申し送りとして、社会情勢が刻々と変化する昨今、社会の
時代背景を見据えた調査項目を精査されることを要請します。

以上　
　令和５年６月９日
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https://tomiya-city.
stream.jfit.co.jp 詳しくは議会事務局へ

お問い合わせください。

富谷市議会録画配信URL

富谷市議会インターネット 検索 TEL 022-358-0622

次回の定例会は
９月下旬開会予定です。

令和５年６月２日（金）
（１）提出予定議案等に関する案件
　①富谷市営墓地条例の制定について
　②富谷市営愛玩動物霊園条例の制定について
　③富谷市営墓地等管理運営基金条例の制定について
　④令和５年度富谷市一般会計補正予算（第３号）
　⑤�令和５年度富谷市市営墓地特別会計補正予算（第

１号）
　⑥�令和５年度富谷市国民健康保険特別会計補正予算
（第１号）

　⑦�令和５年度富谷市介護保険特別会計補正予算（第
１号）

　⑧�令和５年度富谷市下水道事業会計補正予算（第１
号）

　⑨令和５年度富谷市水道事業会計補正予算（第１号）
　⑩～⑯�農業委員会委員の任命に着き同意を求めるこ

とについて
　⑰～⑳�人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求

めることについて
　㉑専決処分の承認を求めることについて
　　（令和４年度富谷市一般会計補正予算（第11号））

　㉒専決処分の承認を求めることについて
　　（�令和４年度富谷市国民健康保険特別会計補正予

算（第５号））
　㉓専決処分の承認を求めることについて
　　（�令和４年度富谷市介護保険特別会計補正予算（第

５号））
　㉔専決処分の承認を求めることについて
　　（�令和４年度富谷市後期高齢者医療特別会計補正

予算（第２号））
　㉕専決処分の承認を求めることについて
　　（�令和４年度富谷市下水道事業会計補正予算（第５

号））
　㉖専決処分の承認を求めることについて
　　（�令和４年度富谷市水道事業会計補正予算（第４

号））
　㉗専決処分の承認を求めることについて
　　（令和５年度富谷市一般会計補正予算（第２号））
（２）その他
　①傍聴規則の一部改正について
　②６月定例会のコロナ禍対応について
　③�河北新報より議員各位への立候補予定者調査票の

記載について

議員全員協議会を開催しました

請願と陳情の提出方法
　市が行うことに関して意見や要望がある場合、請願書や陳情書を
提出することができます。

●請願書
　請願書を提出する場合は、市議会議員の紹介が必要になります。
請願書が提出されると、本会議で議長が所管事項に該当する委員会
へ付託し、委員会で審査した後、本会議で採択か不採択、または保
留を決定します。その結果は、請願者に通知されます。
　また、採択した請願について議会が認めた場合は、執行機関ほか
関係機関に処理の経過と結果の報告を求めることになります。

●陳情書
　陳情書を提出する場合は、市議会議員の紹介は不要です。陳情書
は議員に配付されます。

　請願書・陳情書について、詳しくは富谷市議会ＨＰをご覧ください。

陳 情 書
⃝�国に対し、適格請求書等保存方式
（インボイス制度）の延期・見直
しを求める陳情書
インボイス制度を考えるフリー
ランスの会　� 代表　阿部　伸

⃝�全国霊感商法対策弁護士連絡会の
不当な声明に対する陳情

仙北代表　浅野　紀彦
基本的人権を守る宮城県民の会

全て議員配付となりました。
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＜表紙紹介＞
「みつばちの里」西成田
　ヒマワリなどを蜜源として、富谷
はちみつができあがります。みつば
ちが住める環境づくりは、人々が安
心して住むことができる環境づくり
に繋がります。
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い
ま
す
。

　
当
法
人
で
運
営
す

る
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
と
の
交
流
も
大
切
に

し
て
い
ま
す
。
核
家
族
化
、

さ
ら
に
コ
ロ
ナ
禍
で
制
限
が

続
い
た
人
と
人
と
の
関
わ
り
。

「
幼
老
福
祉
」
と
い
う
取
り

組
み
の
下
、
様
々
な
世
代
が

関
わ
り
合
う
交
流
の
場
は
、

笑
顔
を
交
わ
す
こ
と
が
で
き

る
喜
び
や
涙
で
溢
れ
る
、
か

け
が
え
の
な
い
機
会
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
「
夢
や
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ち
な
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、
未
来
を
生
き
る
力
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育

む
」
こ
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た
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す
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園
庭
の
一
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に
あ
る
手
作
り
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ん
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目
と
な
り
ま

し
た
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子
ど
も
た
ち
が
泥
に

足
を
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れ
、
１
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に
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た
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々
と
育
ち
、

今
年
も
「
ア
ル
シ
ュ
米
」
の

収
穫
が
楽
し
み
で
す
。

未来へはばたけ とみやっ子 アルシュ富谷こども園

　私は「まちづくり」という
ものに広く興味があり、自分
たちの暮らしやまちをおもし
ろくするための取り組みを
日々考えております。富谷市
の富谷塾にも参加しています
が、2022年の春からは「今
日 は コ ッ チ に 行 っ て み よ
う！」と言いたくなるようなワクワクする選択肢を地域のみなさんに
自分のできる範囲で提供したいという想いから、「もうひとつの学校
KOCCHI（コッチ）」という活動を開始しました。KOCCHIでは宮城
県内の小・中学生やその保護者の方を対象とした様々な体験や挑戦の
機会を提供しています。プロの職業人の方々とのコラボ授業や山登り
や海釣りをはじめとする野外活動、オンラインでの対話会や地域のお
祭り出店など多彩な活動を１年間行ってまいりました。運営スタッフ
は全員が他に仕事を持っており、活動頻度を維持していくのは大変で
すが、私たち自身も楽しむことを忘れずに活動を続けていきたいと
思っています。

佐藤由崇さん（成田）

日常にもうひとつの
選択肢を

編
集
後
記
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